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【向原小学校内学童保育クラブ】

総  評
≪特に良いと思われる点≫

●子どもの自主性や主体性を尊重しながら成⾧を支援している

子どもが安心・安全に過せる環境を一番に考え、一人ひとりの状況や個性など丁寧に

把握してる。様々な活動の具体的な取り組みについては、子ども会議を実施して取り組

みを子どもに投げかけ、指導員も一緒に考えながらやりたいことを実現できるように

支援している。子どもは活動を通じて自分の思いを表現し、他者の思いも受け止め、気

持ちの調整を図りながら物事を進めていく経験を重ねている。また、日々の生活や活

動に必要な事柄や生活の流れを、時計やホワイトボードにより「見える化」の工夫を

したことで、各々が時間の見通しを持って行動することが出来ている。さらに、行事

の準備では、子ども同士で役割など話し合いを重ね、協力して作り上げる達成感も味わ

うことができている。常に子どもの主体性を考え、きめ細やかな取り組みを継続し、

充実した保育環境を提供することが、子どもの成⾧支援につながっている。

●学童保育クラブの運営に関して、区主管課と運営主体と現場施設との間のスムーズな

情報共有と連携により、安心・安定の保育を提供できている

区の方針を明確に現場の施設と運営主体に伝え、区として学童保育クラブの運営をただ

任せるのではなく、伝えたことが反映された運営が確実に行われているかを担当者が

把握して、必要な管理と支援ができる体制を組みしっかりと実行している。運営主体も

定期的にエリアマネージャーが担当施設に足を運び、必要な事態に迅速な対応ができ

るよう、きめ細やかな状況把握と支援を行っている。子どもの様子や保育の実際につ

いて互いに共有しているので、課題が発生したり、対応に迷ったりする状況が発生した

場合でもすぐに相談できる体制があり、安心して保育に取り組むことができる。職員の

バックアップ体制が確立されていることで、安定した保育とより良い支援を提供できて

いる。
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【向原小学校内学童保育クラブ】

が

●校舎の建替え事業に伴う安全な保育の提供と、地域との関係や交流について取り組

みを考える

校舎建替え工事が今年度から始まり、終了まで5年を要する計画が進行中である。学童

クラブが入っている体育館棟の工事は最後の工期に予定されているが、授業と平行して

工事が行われるため、⾧期の休みには特に大がかりな作業が入る見込みである。その

ため校庭、体育館の使用に制限がかかったり、校内を移動する際のルートが変更され

たり、活動への影響も考えられる。そのため、まずは子どもが安心して過せるように細

心の注意を払い、安全な保育を提供することが必要である。工事に伴って、予想され

る学童クラブの生活や活動計画について⾧期的な見通しを立て、保護者に提示するこ

とが望まれている。それにより、学校との円滑な連携と協力のもとで計画が進められて

いることを示し、安心して利用してもらえるようになる。また、この機会に地域とのつ

ながりについて、これまで以上に目を向け、校内以外での子どもの経験の場を広げて

いく意欲を持っている。まずは、近隣児童館との交流を持ち、互いに顔を合わせて活

動できる機会を増やして行く中で、活動を充実させていくことを課題としている。

≪更なる改善が望まれる点≫
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【向原小学校内学童保育クラブ】

A

B

C

Ⅰ-1理念・基本方針
項目 評価

1 A

詳細講評

評点基準

 よりよい福祉サービスの水準・状態、質の向上を目指す際に目安とする状態

Aに至らない状態、多くの施設・事業所の状態、「A」に向けた取り組みの余

地がある状態

Ｂ以上の取り組みとなることを期待する状態

〇共通評価基準（1～45）
Ⅰ福祉サービスの基本方針と組織

評価項目 講評

①理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。

運営理念と運営方針には、子どもが、安全で安心

して過せる場を提供すること、子どもの生きる力を

育み成⾧を支援することや指導員が積極的に子ど

もと関わり、常に子どもの個性を肯定的にとらえ

認めることで自己肯定感とやる気を育成すること

などが明記されている。これらは、ホームページ

にも記載されている。こうしたことを踏まえて、

年度初めに会議で職員の意思統一を行っている。

また、常に組織としての考えを踏まえて行動でき

るよう携帯できるカードを作成して、いつでも職

員が確認できるようにしている。保護者には、利

用開始時において、学童保育クラブとして大切に

していくことを、入所のしおりなどを用いて説明

している。

（１）理念・基本方針が確立・周知されている。
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【向原小学校内学童保育クラブ】

Ⅰ-2運営状況の把握
項目 評価

2 A

3 A

評価項目 講評

①事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。

区の主管課、運営主体と連携して、地域における

学童保育に対するニーズ、子どもの教育や保育に

関連する施設の動向、関連するニュースなどに広

く関心を持ち、当学童保育クラブが置かれている

状況を把握し、「何を求められているか」「在籍

児童に対し何が出来るか」を考えて運営にあたっ

ている。また、近隣の児童館や学童保育クラブ、

その他の関係機関との情報共有を図っている。学

童保育クラブ面談や施設⾧会議・エリア会議での

共有・分析をもとに課題を明確にして、その解

決・改善に取り組んでいる。会議の内容は職員に

も周知し、ミーティングでも具体的に伝えてい

る。普段から運営状況や具体的な活動の様子を区

の主管課、運営主体の本部に報告していることか

ら、現場での課題解決に向けスムーズに取り組む

ことができている。

②経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。

（１）運営環境の変化等に適切に対応している。
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【向原小学校内学童保育クラブ】

Ⅰ-3事業計画の策定
項目 評価

4 A

5 A

（１）中・⾧期的なビジョンと計画が明確にされている。

評価項目 講評

①中・⾧期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。

目黒区から学童保育クラブの運営委託を受けてい

る関係上、目黒区児童館学童保育クラブ運営指針

に則って運営を行っていく必要があるという判断

の下、区が策定する目黒区子ども総合計画を学童

保育クラブ運営上の中⾧期計画と見なし、当該年

度の学童保育クラブ保育方針を学童保育クラブに

おける事業計画として位置づけている。また、法

人の運営方針を踏まえ、保護者や児童などの意見

を把握して年度計画を策定している。事業計画は目

黒区の方針を反映したものである。なお、今年度

から5年計画で校舎建替え工事が始まった。それに

伴い、学童保育クラブとしても環境の変化を想定

し、生活や保育の見通しを持てるよう計画を作成

して保護者に提示していくことを検討している。安

全・安心を確保した運営を明確にすることで、信

頼関係がより一層深まっていくことが見込まれ

る。

②中・⾧期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。
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【向原小学校内学童保育クラブ】

6 A

7 A

（２）事業計画が適切に策定されている。

①事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、

職員が理解している。

日々のミーティングや運営主体が行う毎月のエリ

アミーティング、施設⾧やエリアマネージャーに

よる責任者会議を行い、方針や課題の共有をして

いる。エリアマネージャーは定期的に各施設を巡

回し、前回の指摘事項についての現状の確認、

ミーティングの実施状況の確認、各職員への指導

や助言などを行っている。また、巡回によって把

握した各施設の良い点や課題点などの共有を図っ

ている。年間事業計画については、年度末に取り

組みの振り返りを行い、職員全体で共有して、次

年度に向けた話し合いを行い、その上で策定して

いる。そして、区の主管課および運営主体にも報

告し、共有している。そのほか、保護者会や個人

面談の場を活用して、事業計画など施設の運営に

関する情報についての周知・理解に努めている。

毎月の活動の様子をクラブだよりに写真付きで掲

載し、各家庭に配付している。日頃の学童保育ク

ラブでの過ごし方を保護者に知らせ、関心を持っ

て見てもらい、運営への理解を深めてもらえるよ

うにしている。

②事業計画は、子どもや保護者等に

周知され、理解を促している。
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【向原小学校内学童保育クラブ】

Ⅰ-4福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取り組み
項目 評価

8 B

9 B

（１）質の向上に向けた取り組みが組織的・計画的に行われている。

評価項目 講評

①学童保育クラブの質の向上に向け

た取り組みが組織的に行われ、機能

している。

学童保育クラブの質の向上への取り組みとして

は、以下の取り組みが定着している。学童保育ク

ラブ保育方針の作成⮕計画に基づく育成支援の実

施⮕年度末の学童保育クラブ保育方針・総括を通

した振り返り⮕次年度の学童保育クラブ保育方針

の作成と実行というPDCAサイクルに則った改善・

向上を図る取り組みがある。

運営主体として重層的な振り返りの仕組みを整え

ている。現場における日々の振り返り、毎月の検

証、上半期・下半期での総括、運営主体による巡

回などを通して、常に運営・育成支援の質の維持

を図っている。「人事評価」の評価基準に基づい

て年2回自己評価を行い、職員は施設⾧やエリアマ

ネージャーなどと面談を行っている。利用者アン

ケートや、日頃の会話や連絡帳などからも課題を

抽出して保育の質の向上に努めている。

上記の通り、PDCAサイクルに則った改善のプロセ

スを確立している。また、第三者評価の定期的な

受審が計画されており、次回の受審によって第三

者評価がこのプロセスに組み込まれることにな

る。それにより、今回の評点の次回以降の変更が

見込まれる。

②評価結果にもとづき組織として取

り組みむべき課題を明確にし、計画

的な改善策を実施している。
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【向原小学校内学童保育クラブ】

Ⅱ-1管理者の責任とリーダーシップ
項目 評価

10 A

11 A

12 A

13 A

（２）運営主体のリーダーシップが発揮されている。

Ⅱ組織の運営管理

評価項目 講評

（１）運営主体の責任が明確にされている。

①運営主体は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。

人材育成の仕組みとして、職員を複数の職層に分

けて、それぞれに期待される職責などを明確化し

ている。学童保育クラブとしては、年度当初に管

理者としての役割や責任について職員全体と共有

することで、組織としての縦軸・指揮系統を確認

している。子どもの権利の擁護・追求といった大

きな課題については、職員の心構えなどの形で具

体化し、職員が理解し実践できるよう工夫してい

る。また、職員が遵守すべき法令は、様々なマ

ニュアルにその根拠となる法令を明記して周知して

いる。運営主体は「素敵な指導員」の冊子を作成

し人材育成マニュアルとし、内容についての研修

も行っている。指導員として、また社会人・大人

として基本となる考え方や、業務に必要な様々な

事柄を記載し、保育現場での危険箇所をイラスト

で示すなど、「なぜ、当該事項が求められている

のか」を各職員が理解できるようになっている。

②遵守すべき法令等を正しく理解す

るための取り組みを行っている。

①学童保育クラブの質の向上に意欲

をもち、その取り組みに指導力を発

揮している。

施設⾧は施設の運営をより良いものにするため、

職員会議を通じて情報共有を行っている。必要に

応じて職員との個人面談を行い、話を聞く機会を

持つなど、コミュニケーションを大事にし、職員

の意見を反映できるようにしている。また、エリ

アミーティング、責任者会議、定期的な巡回、

日々のミーティングなどの取り組みを通して、業

務の改善を図り、効果的な業務の推進につなげて

いる。そのほか、利用者アンケートにより把握し

た要望や意見に基づいて改善策を確認し、職員と

ともに話し合い、課題解決をリードしている。

②経営の改善や業務の実行性を高め

る取り組みに指導力を発揮してい

る。
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【向原小学校内学童保育クラブ】

Ⅱ-2福祉人材の確保・育成
項目 評価

14 A

15 A

16 A

（２）職員の就業状況に配慮がなされている。

評価項目 講評

①必要な福祉人材の確保・定着等に

関する具体的な計画が確立し、取り

組みが実施されている。

区より委託を受けた事業所として、仕様書が規定

する最低配置人数を満たしつつ、状況により必要

な人材の採用を行っている。採用にあたり、本部

での面接に加えて、施設にて面接や見学を行って

いる。これにより、実際に勤務することになる可

能性のある現場の施設⾧や職員による見方を確認

し、また、志願者にも職場となる可能性のある現

場の雰囲気を知る機会としている。人事管理として

は、「ターゲットプラン制度」を整備している。

勤務成績や専門性など、会社で定めた複数の領域

にわたる項目と個人が定めた目標に沿い、自己評

価と施設⾧やエリアマネージャー、課⾧、部⾧に

よる評価を行い、賞与などに反映する仕組みと

なっている。定期的な評価を受けることにより、

各人が目標を明確にしてモチベーションを保ち、

業務にあたることができる。

②総合的な人事管理が行われてい

る。

（１）福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

①職員の就業状況や意向を把握し、

働きやすい職場づくりに取り組みん

でいる。

総合的な労務管理は運営主体が行い、施設では

「勤怠管理」を施設⾧の職務としている。施設⾧

は勤怠システムなどで就業状況を把握・確認の

上、本部のシステム内で共有・管理している。

日々、職員の健康チェック、健康診断やストレス

チェックなどを実施し、職員の心身の健康と安全

の確保に努めている。施設⾧は定期的に職員との

面談を実施し、相談しやすい職場環境を整備して

いる。また、施設⾧は職員の労務管理や有給休暇

の取得状況の把握などを行うとともに、残業の削

減などに取り組んでいる。ワークライフバランス

に配慮した取り組みを行いつつ、個々の状況を見

ながら助言を行っている。運営主体の担当者によ

る巡回では、全職員の様子を確認し、良かったこ

とや課題と思われることを伝えることで、本人の

成⾧の支援や働きやすい職場作りに努め、やりが

いの向上を図っている。

9/26



【向原小学校内学童保育クラブ】

17 A

18 A

19 A

（３）職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

①職員一人ひとりの育成に向けた取

り組みを行っている。

運営主体が期待する職員像を「職員行動規則」

に、施設⾧として期待する職員像を「職務基準」

に明示し、職員個々の目標管理の仕組みである

「ターゲットプラン制度」を整備している。職員

それぞれが等級別に目標項目を設定し、施設⾧が

年2回程度、個別面談の機会を設けて対応してい

る。まず、年度初めに目標の水準や内容が適切で

あるかを確認し、必要に応じて助言などを行って

いる。目標期限は6ヶ月とし、中間時点に進捗度や

達成度などについて上期評価の振り返りを行い、

下期のターゲットプラン作成に反映させている。

年度末には、上位者とのフィードバック面談を実

施し、目標の達成度に対する評価を伝え、次年度

のターゲットプラン設定に反映している。こうし

た取り組みを通して、経験に応じて必要な支援を

行うことで、着実な成⾧をサポートしている。職

員の研修については、基本方針を定めて実行して

いる。現在は動画研修も取り入れられている。職

員は入職時に研修を受講後、配属先ではOJTによる

現場実務定期的な研修受講を通して、知識と実践

を学んでいる。職員の教育・研修に関する手引き

書として「素敵な指導員」がある。これに記載さ

れた内容については、必ず研修を通して職員として

理解することが求められる。また、東京都や目黒

区が開催する研修も職員全員に紹介し、スキル

アップの機会を提供している。障がい児保育に関

する研修にも定期的に参加できる機会を確保して

いる。

職員一人ひとりの教育・研修の機会

が確保されている。

②職員の教育・研修に関する基本方

針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。
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20 B

Ⅱ-3経営の透明性の確保
項目 評価

21 A

22 A

（１）運営の透明性を確保するための取り組みが行われている。

評価項目 講評

（4）実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

実習生等の福祉サービスに関わる専

門職の教育・育成について体制を整

備し、積極的な取り組みをしてい

る。

区として新型コロナウイルス感染症の感染拡大防

止の観点から実習生の受け入れを見送ってきたた

め、今は積極的に取り組みを再開するために、必

要な書類や実際の活動にどのように関わることが

できるかについて、運営主体が持つ実績などの情

報を取り入れ体制を整えている段階である。

①運営の透明性を確保するための情

報公開が行われている。

区のホームページでは、学童保育クラブの概要、

その他利用に関する事柄を確認することが出来

る。学童保育クラブ利用案内も区のホームページ

にアップロードしている。施設では、近隣の学童

保育クラブや児童館、小学校などの関係機関にク

ラブだよりを配付して、学童保育クラブの動きを

発信している。定期的に実施している利用者アン

ケートの結果や施設自己評価シートを区のホーム

ページで公開しており、運営の透明性を確保してい

る。なお、区による履行実績評価や適宜来室があ

る。また、経営においては、内部監査を実施して

いる。監査の結果や指摘事項に基づき改善したも

のを再確認して適正な運営状態を確保している。第

三者評価についても、引き続き定期的な受審を計

画している。

②公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取り組みが行われ

ている。
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Ⅱ-4地域との交流、地域貢献
項目 評価

23 A

24 B

25 A

評価項目 講評

①学童保育クラブと地域との交流を

広げるための取り組みを行ってい

る。

区の提案に応じて地域住民が主体的に組織した住

区におけるコミュニティ形成の推進母体（住区住

民会議）に参画している。同会議は、住区内に住

む人々や町会・自治会、PTA、商店会、地域の活

動団体などにより構成されており、会議への参加

を通して地域の各団体による学童保育クラブの活

動内容への理解を促進している。近隣の学童保育

クラブや児童館などには、クラブだよりを配布す

るなど、学童保育クラブの動きを発信している。

近隣の学童保育クラブとは交流会を開催し、子ど

もの経験の幅を広げている。今年度は、ランラン

ひろばと合同で行事（夏祭り縁日）にも取り組む

ことができた。少しずつ活動が再開され、子ども

に多様な経験を提供している。

ボランティアや実習生の受け入れについては、区

としても新型コロナウイルス感染症の感染拡大防

止の観点から受け入れを見送ってきたため、今

は、受け入れのための体制を再確認し整えている

段階である。

②ボランティア等の受入れに対する

基本姿勢を明確にし体制を確立して

いる。

（１）地域との関係が適切に確保されている。

（２）関係機関との連携が確保されている。

①学童保育クラブとして必要な社会

資源を明確にし、関係機関等との連

携が適切に行われている。

学童保育クラブを適切に運営していくにあたり、

様々な社会資源との連携が必要となる。そこで、

児童館や小学校などの社会資源を一覧にしてい

る。また、特に小学校内に所在する学童保育クラ

ブとして、小学校とは日頃から連絡を取り合うな

ど、良好な関係の維持に努め、子どもの様子など

を相互に確認して情報を共有している。近隣児童館

とも懇談会を行い、子どもの健やかな成⾧を支援

している。
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26 A

27 B

①地域の福祉ニーズ等を把握するた

めの取り組みが行われている。

区の提案に応じて地域住民が主体的に組織した住

区におけるコミュニティ形成の推進母体（住区住

民会議）に参画している。同会議は、住区内に住

む人々や町会・自治会、PTA、商店会、地域の活

動団体などにより構成されており、会議を通して地

域のニーズを把握している。さらに、近隣の児童

館や学童保育クラブなどとの関わりを通して、地

域のニーズを把握している。地域交流について

は、少しずつできることから始めて行きたい考え

である。ニーズを踏まえた公益的な活動として

は、コロナ禍という状況にあったため、学童保育

クラブとしてできることを考えてきた。現在の利

用者＝保護者のニーズのほか、地域の「福祉ニー

ズ」について、どのように対応していくかは、引

き続き、検討課題となっている。

②地域の福祉ニーズ等にもとづく公

益的な事業・活動が行われている。

（３）地域の福祉向上のための取り組みを行っている。
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Ⅲ-1利用者本位の福祉サービス
項目 評価

28 A

29 A

Ⅲ適切な福祉サービスの実施

評価項目 講評

①子どもや保護者等を尊重した福祉

サービス提供について共通の理解を

持つための取り組みを行っている。

目黒区児童館学童保育クラブ運営指針において基

本姿勢や留意事項、職員の役割などを明示し、職

員がそれらを理解し遵守していけるよう、会議や

日々の助言・指導を通して図っている。「子ども

や保護者の尊重」という点では、行動規範の明確

化や職員各自の振り返りを促す重層的な取り組み

などを通して、徹底している。倫理・規範に対する

理解を深め、育成支援の場で実践できるよう取り

組んでいる。また、体罰、不適切な指導・暴言・

行き過ぎた指示、猥褻な行いなどを禁止事項として

明確化し、それらに該当する言動の有無を確認す

ると同時に、各職員の意識の向上を図っている。

子どもや保護者のプライバシー保護について、入

所説明会時や年度初めに写真の掲載などの個人情

報保護に関する説明を行い、同意を得ている。

②子どもや保護者等のプライバシー

保護に配慮した福祉サービス提供が

行われている。

（１）子どもや保護者等を尊重する姿勢が明示されている。
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30 A

31 A

32

（２）福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

①利用希望者に対して学童保育クラ

ブ選択に必要な情報を積極的に提供

している。

学童保育クラブ利用案内のデータを区のホーム

ページにおいてダウンロードし閲覧できるように

している。学童保育クラブ利用案内の内容は毎年

見直しが行われている。利用希望者を含む見学者

は、新型コロナウイルス感染症対策に配慮しつ

つ、随時受け入れを行っている。施設案内を行い

ながら、疑問や関心に応えている。新規の利用者

（保護者）に対し、入所説明会（利用者説明会）

を行っている。夏季などの⾧期の休みの前にも、

利用方法について説明を行っている。入所説明会

の際には活動中の写真を使用しながら説明をして

いる。おたよりは毎月発行している。連絡事項

（変更など）がある場合は連絡帳で知らせ、子ど

もには始めの会や帰りの会の時間を利用して全員

に伝えている。忘れないように掲示物の工夫もし

ている。夏季などの⾧期の休みの前には、保護者

会の中で必要な事柄について説明している。

②学童保育クラブの利用開始・変更

にあたり子どもや保護者等にわかり

やすく説明している。

③評価外
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33 A

34 A

35 A

36 A

①苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。

運営主体として苦情の受付から解決を図るまでの

一連のプロセスを明確化している。フローを整備

することで、苦情対応の流れについて、職員が確

認できるようにしている。トラブルなどについては

職員の方から連絡するようにしており、個人面談

の希望があればいつでも対応できるようにしてい

る。子どもとの日々の関わりの中で、つぶやきや

表情を捉え、必要な場合は個別に話を聞くなど、

子どもが思いを伝えやすいように配慮している。保

護者に対しては、日頃からコミュニケーションを

大切にして、連絡帳でのやり取り、面談、保護者

会、お迎え時や電話対応など、様々な機会を捉え

て声に耳を傾けている。寄せられた意見や職員の

気づきなどは毎日のミーティングなどで内容を共

有し、必要な対応につなげている。また、必ず記

録を取り、実際の対応やその後の経過を残すよう

にしている。事案の内容によっては、運営主体の

担当や区の所管課と連携して対応している。

②子どもや保護者等が相談や意見を

述べやすい環境を整備し、子どもや

保護者等に周知している。

③子どもや保護者等からの相談や意

見に対して、組織的かつ迅速に対応

している。

（４）子どもや保護者等が意見等を述べやすい体制が確保されている。

（３）子どもや保護者等の満足度の向上に努めている。

①子どもや保護者等の満足度の向上

を目的とする仕組みを整備し、取り

組みを行っている。

区から運営委託を受けた学童保育クラブとして、

常に利用者満足の現状を把握し、それを踏まえて

現状の見直しや改善を行っている。年1回利用者ア

ンケートを毎年実施し、利用者側の意向や現状に

対する評価を確認している。そしてその結果から課

題や改善へのヒントを抽出し、対応につなげてい

る。このアンケートに加え、保護者会や個人面談

も、事業に対する理解を図ると同時に意向を把握

する機会として有効に活用している。日々のコミュ

ニケーションも、意見や要望をつかむ機会として

大切にしている。保護者には、いつでも話を聞く

ことができる体制があることを連絡帳でのやり取

りやクラブだよりでも周知している。
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37 A

38 A

39 A

①安心・安全な福祉サービスの提供

を目的とするリスクマネジメント体

制が構築されている。

運営主体として、危機管理の各分野における対応

手順をマニュアルとして明確化している。また、そ

の日の子どもの様子は引継ぎノートを活用して

日々のミーティングで共有している。その日にい

なかった職員は、必ず確認することを仕組み化し

て徹底している。毎月の避難訓練や防犯訓練も行

われ、警察の協力のもと不審者訓練も行われてい

る。正規職員は、全員が救急救命講習やアレル

ギー研修を受講し、非常時において落ち着いて的

確な行動をとることができるようにしている。当

施設では、ケガや気持ちの変化が生じた時に子ど

もが発する「大丈夫」という言葉をそのまま受け

止めず、「異変がないか」という意識で注意深く

様子を観察して、適切な対応ができるようにしてい

る。ヒヤリハットについては、現状では、日誌に

とどめている。事故防止への事例の活用の観点か

ら、今後は別途記録を残して、職員の危機管理意

識の向上と職員の危険を察知するスキルの向上、

そして一層の事故再発防止につなげたいと考えてい

る。

②感染症の予防や発生時における子

どもの安全確保のための体制を整備

し、取り組みを行っている。

③災害時における子どもの安全確保

のための取り組みを組織的に行って

いる。

（５）安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取り組みが行われている。
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Ⅲ-2福祉サービスの質の確保
評価

40 A

41 A

42 A

43 A

評価項目 講評

①育成支援について標準的な実施方

法が文書化され育成支援が提供され

ている。
「育成支援の標準的な実施方法を文書化したも

の」を目黒区児童館学童保育クラブ運営指針と捉

えている。目黒区児童館学童保育クラブ運営指針

は適宜見直しが行われることになっている。②標準的な実施方法について見直し

をする仕組みが確立している。

①育成支援の計画を適切に策定して

いる。

「育成支援の計画」を学童保育クラブ保育方針と

捉えている。その上で、学童保育クラブ保育方針

の作成⮕計画に基づく育成支援の実施⮕年度末の

学童保育クラブ保育方針・総括を通した振り返り

⮕次年度の学童保育クラブ保育方針の作成と実行

というプロセスを通して評価・見直しを行ってい

る。

②定期的に育成支援の計画の評価・

見直しを行っている。

（１）育成支援の標準的な実施方法が確立している。

（２）子どもに対する育成支援の計画が策定されている。
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44 A

45 A

（３）育成支援実施の記録が適切に行われている。

①子どもに関する育成支援実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共

有化されている。。

日々の記録は保育日誌に記載し、日々のミーティ

ングなどを通して職員全体で子どもの様子を共有し

ている。保育日誌は、主管課にも月ごとにまとめ

て提出し、内容の確認と助言を受けている。支援

上の方針や留意事項などは、打ち合わせを通して

確認・周知している。児童票をはじめとする基礎

的な資料や、保護者との面談時の記録や個人面談

表、専門的な立場から得られた指導・助言をまと

めた相談連絡票などの内容なども、主に正規職員

を中心に共有している。それらを踏まえて支援に

あたり、課題などの検討事項があれば職員会議な

どの場で協議している。こうした個人情報を含む

記録類は、紙媒体の記録については施錠できる

キャビネットに、また電子媒体での情報は、外部

への漏洩防止策を図った上でパソコン上で管理し

ている。カメラの管理については、リスクマネジ

メントを考えた対策として、出し入れや使用につ

いて、今後は管理簿に記録して管理することを検

討課題としている。

②子どもや保護者等に関する記録の

管理体制が確立している。
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A-1育成支援
評価

A1 A

A2 A

A3 A

①子どもが安心して過ごせる生活の

場としてふさわしい環境を整備して

いる。

子どもの思いを受け止め、また日々の関わりの中

でつぶやきや表情を捉え、必要な場合は個別に話

を聞くなど、子どもが安心できる人的環境の構築

を継続している。小学校内に専用の学童保育室が

確保されているので、子どもがいつでものびのび

と過せる環境が整えられる。このことが活動の充

実にもつながっている。

①子どもが学童保育クラブに自ら進

んで通い続けられるように援助して

いる。

一人ひとりが楽しく安心して学童保育クラブに通

うことができるよう、日々の関わりの中で子ども

の様子に注意し、その変化を見逃さず、職員間で

共有し、適切に対応している。学童保育クラブへ

の通所に後ろ向きな気持ちが見て取れる際は、保

護者と密に連絡を取り、子どもの思いにも耳を傾

け、悩みや気持ちの揺れなどを捉え、職員間で共

有し、個々に応じた対応につなげている。小学校

とも協力関係を築き、子どもの健やかな成⾧をと

もに支えられるようにしている。保護者には、入

所時や⾧期の休みに入る前に、保護者会を開催

し、活動の見通しや持ち物などを含めて学童保育

クラブでの過ごし方を案内している。子どもの出欠

席については、出席の予定表を配付し、出欠の確

認をしている。変更がある場合の連絡は、「当日8

時までは安心でんしょば」で、「8時以降は電話連

絡」でのみと徹底している。連絡なしに来なかっ

た場合や気になることがある場合はそのままにせ

ず、学童保育クラブから電話をするなど、必ず確

認を取るようにしている。保護者との相互理解を

図り、安心して利用してもらえる関係を築いてい

る。

②子どもの出欠席を把握し、適切に

援助している。

評価項目 講評

〇内容評価基準（A1～A18）

（１）子どもが安心して過ごせる生活の場としてふさわしい環境の整備

（２）学童保育クラブにおける育成支援
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A4 A

A5 A

A6 A

（３）子ども一人ひとりと集団全体の生活を豊かにする育成支援

①子ども自身が見通しをもって主体

的に過ごせるように援助している。

学校でどのように過ごしたのかなど、子どもの体

力面を踏まえて無理のないよう配慮している。毎

日一日の流れをホワイトボードに掲示して見える

化し、子どもが学童保育クラブに到着後、自分で

確認して、見通しを持って行動できるような環境

を整えている。遊具や図書・工作の材料などは収

納場所を決めて保管しており、取り出して使った後

はもとの場所に戻し、こうした行為の定着後も振

り返りを行っている。生活習慣としてだけでな

く、次に使う人への配慮の視点も大切にしてい

る。手洗いや消毒などの感染症対策を含む基本的

な生活習慣については、「なぜそれが必要なの

か」を丁寧に説明し、子どもが理解して行動でき

るように促すなど、職員による導入や気づきを促

す働きかけから始めている。そして、徐々に子ど

もが主体的に開始・発展させていけるよう、言葉

かけや見守りを行っている。職員が子どもへ投げ

かけたことをきっかけに広がった取り組みのひと

つとして、11月から「青空しんぶん」作りが始

まった。新聞の名前は、職員のユニフォームの色

からのイメージと、「職員の存在が青空のよう

だ」と感じた子どもが命名した。記事の内容や構

成などは、友だちと相談しながら楽しく作成に取

り組んでいる。他の行事の取り組みや活動の内

容、役割分担などについても子ども会議により決

定するなど、友だちとの良い関わり方が見られ

る。子どもが主体的に考えた活動の実現による充

足感が得られるよう職員は一緒に進めながら、必

要に応じ援助している。

②日常生活に必要となる基本的な生

活習慣を習得できるように援助して

いる。

③子どもが発達段階に応じた主体的

な遊びや生活ができるように援助し

ている。
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A7 A

A8 A

④子ども同士の関係を豊かに作り出

せるように援助している。

子どもの自主性や主体性を尊重し、子ども同士で

遊びを見つけ、発展させていく過程を見守ってい

る。必要な時期やタイミングを見極め、友達の間

に入っていけるように仲立ちをしたり、職員がと

もに遊ぶことを通して関係づくりを援助したりす

るなど、自主性を阻害しない形でサポートしてい

る。行事への取り組みや毎日の活動など、集団遊

びを通して仲間意識を培ったり、友達の頑張りに

刺激を受けたりしている。子ども会議で自分の考

えや気持ちを伝えることや、友だちの話をよく聞

き、相手を受け入れることも経験している。それ

でも、集団の中で自分の気持ちを表現することに

躓きが見られた場合は、気持ちを代弁したり、伝

え方や表現の仕方を知らせたりするなど、その

時々の状況に応じた適切な援助をしている。そし

て、思いや考えを言葉で伝える経験、相手に聞い

てもらう経験、人の話を聞く経験などを積み重ね

ていく中で、コミュニケーション力を培っていけ

るようにしている。

⑤子どもが自分の気持ちや意見を表

現することができるように援助して

いる。
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A9 A

A10 A

A11 A

（４）固有の援助を必要とする子どもへの適切な育成支援

②障害のある子どもの育成支援に当

たっての留意点を踏まえ、育成支援

を行っている。

①障害のある子どもの受入れの考え

方を理解したうえで、受け入れに努

めている。

障害を有することで育成支援上特別な支援が必要

な子どもの受け入れも行っている。具体的な手続

き内容などは学童保育クラブ利用案内においても

案内している。区の審査などの手続きを経てその

可否が決定される仕組みとなっている。受け入れ

の際は、健康状態や発達の状況など子どもの心身

の具体的な状況や、家庭の状況などを確認し、育

成支援のための基礎的な情報としてまとめ、職員

間で共有している。特別支援の対象となる子ども

一人ひとりに対し育成目標を立て、巡回指導によ

る専門家の助言なども活用しながら、集団での関

わりの中で生活・活動を行っていけるよう、支援

にあたっている。

子どもの権利・利益・尊厳を守るために、不適切

な関わりを排除するだけでなく、虐待が疑われる

ケースについてそれを発見した場合の具体的な対

応手順を明確化している。所管課である子育て支

援課や通報先である児童相談所などへの連絡経路

を確立している。また、日頃から子どもの様子に

注意して、ケースによっては子ども家庭支援セン

ターとの連携により情報の共有を図っている。

③特に配慮を必要とする子どもへの

対応に当たって、関係機関と連携し

て適切な支援を行っている。

23/26



【向原小学校内学童保育クラブ】

A12 A

A13 A

A14 A

A15 A

①放課後の時間帯におやつを適切に

提供している。

月ごとのメニューに沿っておやつ（補食）を提供

している。毎月の誕生会では、誕生月にあたる子

どもには好きなおやつをリクエストできる取り組

みを行っている。おやつの提供に際しては、賞味

期限の確認、提供にかかわる職員の衛生チェック

など、安全な提供を追求している。アレルギー対

応としては、専用の皿を用いて個別に提供してい

る。対応上の手順や留意事項を定めたマニュアル

を身近に備え、すぐに活用できるようにしてい

る。アレルギー関連の個別の事情は、保護者から

提供されるアレルギー調査表や児童台帳の記載事

項などから把握している。その上で、アレルギー

対応マニュアルの定めに則って、食に伴う事故の

防止や発生時の対応をとることとしている。その

ほか、研修で学んだエピペンの使用方法を職員全

体で共有し、事故が発生した際に職員全員が落ち

ついて対応できるように努めている。

②食に伴う事故（食物アレルギー事

故、窒息事故、食中毒等）を防止す

るための対応を行っている。

①子どもの安全を確保する取り組み

を行っている。

子どもの安全を確保するため、交通ルールや適切

な歩き方などを日々指導している。通学路以外の

帰宅ルートの点検も毎年行っている。室内外での

遊びのルールなども周知しており、子どもも参加し

た上で防災や防犯の訓練も行っている。また、引

き続き室内の換気や備品の消毒などには力を入れ

ている。子どもが使うことの多い遊具も、安全性

の観点から点検を行い、使いやすさに配慮して整

理整頓を行っている。事故やケガは発生予防に努

めつつ、発生時の迅速かつ的確な対応方法を確認

している。

②衛生管理に関する取り組みを適切

に行っている。

（５）適切なおやつや食事の提供

（６）安全と衛生の確保
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Ａ-2 保護者・学校との連携

評価

A16 A

A17 A

評価項目 講評

①保護者との協力関係を築いてい

る。

問い合わせや見学、入会時の説明以降、保護者と

の協力関係の構築はスタートする。連絡帳や電話

により学童保育クラブでの子どもの様子を伝え、

保護者からの問い合わせにも丁寧に応じている。

お迎えの際にも、できるだけその日の出来事や子

どもの姿について口頭で伝えるように心がけてい

る。個人面談や保護者会なども、子どもの育ちを

共有するだけでなく、学童保育クラブ運営に対す

る理解を得る上でも重要な機会として活用してい

る。また、保護者会での懇談は、保護者同士の交

流を図る機会となっている。各家庭に配付してい

るクラブだよりには写真を取り入れて活動の様子

をレポートし、子どもの様子、過ごし方、表情な

どが保護者に伝わるように取り組んでいる。

（１）保護者との連携

（２）学校との連携

子どもの生活の連続性を保障するた

め、学校との連携を図っている。

学校内併設という特色を活かして、小学校との情

報交換や共有を密に行っている。学校からは、学

校だよりが提供され、行事や下校時刻などの予定

を確認している。学童保育クラブからもクラブだ

よりを送り、子どもの様子を伝えている。子ども

の育成支援上、気になることなど、必要と思われ

ることは、必要に応じて各学級の担任教諭との情

報交換や校⾧や副校⾧との懇談なども行ってい

る。校舎の建替え工事に関係する情報も、その都

度連絡を取り合い、小学校と協力して安全確保に

努めている。
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Ａ-３ 子どもの権利擁護
評価

A18 A

評価項目 講評

①子どもの権利擁護に関する取り組

みが徹底されている。

就業規則などの基本的なルールのほか、職員が遵

守・擁護すべき行動規範・子どもの権利などを明

確化している。その上で、正規職員（常勤職員）

については、自身の行動や仕事の進め方などを振

り返る機会を毎月設けている。臨時職員について

も３か月に１回の頻度で振り返りの機会を設けて

いる。具体的な禁止事項としては、体罰、不適切

な指導・暴言・行き過ぎた指示、猥褻な行いなど

を掲げ、それらに該当する言動の有無を確認する

と同時に、各職員の意識の向上を図っている。目

黒区子ども条例なども常に確認することが出来る

ようにしている。

（１）子どもの権利擁護
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